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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
職
は
演
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
叢
口
及
を
岡
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
騒
的
の
た
め
に
次
の
轟
業
を
行
う

8
　
録
月
｝
同
研
究
魯
を
鰻
く

〔剛

?
年
公
開
講
演
愈
を
開
く

日
　
劔
月
一
測
「
瓠
學
碍
究
」
を
爽
行
ず
る

一
、
本
曾
の
事
業
を
溝
行
ず
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
學
誓
畢
科
敏
官
及
び
委
員
魯
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
囑
す
る

一
、
本
會
は
医
員
維
織
と
し
、
魯
員
に
は
諮
婚
の
剃
限
を
設
け

な
い
、
學
絞
・
躍
書
館
・
其
他
の
閣
難
は
閣
催
の
名
を
以
て
入

魯
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
署
員
は
會
聖
と
し
て
年
【
、
○
瓢
○
圓
、
又
は
牟
邸
五
一

〇
圓
を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
魯
誌
の
醗
窟
を
受
け
、
愈
誌
に
豫
告
す
る
籍
種
の

行
事
に
満
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
蹴
・
務
所
を
京
都
大
學
女
墨
部
内
に
お
く

一
、
本
前
口
規
約
の
改
正
鎌
久
更
は
委
欄
貝
禽
H
の
決
議
に
よ
る
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を
彊
ひ
て
こ
り
重
荷
に
鵜
が
せ
る
墜
制
的
先
行
者
の
横
行
を
意
味
†
為
の
で
ぽ
な
く
、
こ
の
自
己
別
人
格
と
し
て
の
衿
持
た
保
’
．
孤
し
め
つ

つ
自
由
な
ら
し
め
る
解
放
者
の
登
場
を
意
味
す
る
。
蓋
し
此
の
雨
漏
は
他
の
何
者
と
も
比
較
出
盛
す
こ
れ
に
決
し
て
似
て
居
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
主
燈
性
の
立
場
こ
そ
自
己
以
「
上
に
霞
己
に
近
く
自
己
で
あ
乃
自
己
へ
一
翼
の
自
己
へ
此
の
自
己
を
導
く
立
場
だ
か
ら
・
で
あ

る
、
他
の
何
者
に
も
似
な
い
も
の
へ
自
己
“
｛
似
謙
、
｝
せ
る
所
の
入
絡
的
立
場
だ
か
ら
で
あ
る
Q
自
己
が
自
己
で
あ
る
以
上
に
解
敷
、
さ
れ
て
み

る
審
が
ま
た
と
あ
b
得
よ
う
か
。
、
．
ミ
＼
こ
き
、
ミ
鳥
の
始
ま
わ
．
で
は
な
く
ミ
ミ
妄
（
ミ
讐
羅
こ
そ
の
も
の
の
「
鼠
坊
」
こ
そ
、
此
の
哲
學
者
の

吾
汝
に
封
ず
る
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
、
い
ざ
希
獣
く
摩
此
の
「
始
元
」
の
研
究
が
筆
者
に
も
叉
讃
者
に
も
Φ
島
暴
な
る

「
始
元
」
で
あ
ら
ん
こ
と
を
！
…
良
き
敏
育
者
の
知
性
や
聰
明
な
る
．
爾
親
の
意
志
は
導
か
る
べ
き
少
年
の
素
質
や
天
分
に
愛
し
て
先
つ
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否
楚
と
し
て
途
に
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翼
の
肯
定
と
し
て
感
ぜ
ら
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ね
ば
な
ら
な
い
。
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一
、
本
禽
は
曽
員
組
織
と
し
魯
員
に
は
賓
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
瓢
市
左
京
湿
田
中
酉
浦
町
弘
丈

　
畳
一
歯
U
山
尽
鯉
弾
折
隅
思
ザ
脅
騒
係
宛
に
規
完
の
樹
黒
賓
（
年
一
、
○
篇
○
圓

　
又
は
牟
年
五
一
〇
圓
）
を
お
沸
込
下
さ
い

「
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五
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京
都
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曾
」

一
、
會
　
読
切
れ
の
場
食
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
印
込
下
さ
い
、
一
年
分
（
叉
は
牛
年
分
）

會
費
は
原
野
と
し
て
本
誌
十
二
鮒
（
反
は
六
鍛
）
の
逡
附
濟

　
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
若
女
の
墾
更
其
他
の
轟
情
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
叉
は
牛
年
）
鯉
に
精
算
し
ま
す

一
、
愈
綜
貝
の
韓
居
入
退
禽
同
等
（
淵
細
集
事
務
以
外
の
一
切
）
の
磁
務

　
は
弘
文
堂
晶
門
山
屈
郭
哲
【
學
禽
係
へ
御
通
知
｝
ト
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
信
．
新
刊
書
・
寄
購
難
誌
等
は
本

會
宛
に
お
塗
り
下
さ
い
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註
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規
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一
、
禽
昌
舞
凱
ザ
外
の
購
麟
鰍
惑
碗
の
樹
靴
一
女
及
び
魔
貨
に
三
脚
す
る
件
は

「
弘
文
堂
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
　
本
敵
帥
の
御
飢
証
山
久
は
す
べ
て
代
A
蹴
郵
穐
池
ハ
　
（
一
部
、
　
定
醒
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一

〇
〇
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郵
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八
㈱
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前
金
に
て
お
邊
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下
さ
い

一
、
特
に
翻
求
書
及
び
領
牧
書
等
を
要
す
る
場
合
は
郵
券
八
圓

を
お
逡
り
下
さ
い
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